





    

    自分は幸せという誤解


    

    作者：karinomaki

    


    

    概要：人生への認識が甘い人について

    




    









    幸せ
    幸せとは、最も難しいものです。自分を必死で磨いた厳しい人のものです。しかし、甘くたやすくそれを手に入れていると錯覚している、珍しい男の人を私は二人知っています。


 


珍しいと書いたのは、基本的にそういう甘い考え方を持つのは女性に多いからです。













    一人目と二人目
    一人目のパターン。これはさほど不思議ではありません。この人は女性に稼がせて生きているからです。自分はほとんど遊んで暮らしています。毎日、庭の花がきれいだとか、草花の美しさを愛でて暮らしています。まるで平安貴族のようです。


 


不思議なのは二人目です。この男性は、年上の女性と結婚し、尻にしかれて暮らしているようですが、人生は幸せである、といったブログをいつも更新して生きています。


 


その女性を熱愛しているようには全く見えないのに。本当の恋をしらないでどうして幸せを感じられるのでしょう。


 


あいつはだまされているとまで言った人を私は知っています。


 













    シビア
    私は、一人目の人に、二人目の人と、もう一人、シビアな人を紹介されました。二人目には全く魅力を感じず、私はシビアな人に魅かれました。その人は、はっきり言いました。「結婚なんてしなければよかった。家族が重い。」と。


 


どこか影のある人でした。しかし、酔わせると人がかわったように爆発的に面白い人でした。ここでは、そのシビアな人の話はせず、「二人目の人」がなぜ不自然なくらい明るく生きられるのかを分析したいと思います。













    自分をだます
    一人目は、全く女性のような暮らしをしていて、人生を背負っていない人なので、ここでは問題にしません。子供も成人していて、前の奥さんのところに置いてきた人なので、普通の女性の抱える苦しみからすら逃げているので、勝手に花を愛でて暮らせばいいでしょう。


 


しかし、二人目の男性がなぜ、幸せに暮らしているのか。私には、その生き方が謎なのです。だから分析したくなったのです。奥さんは全く素敵な人ではありません。


結婚を考えない私をばかにして、「マキさん、結婚だけが全てではありませんよ。何か自分のやりたいことでも見つけたらどうですか？」と、しっかりやりたいことを持っている私をばかにしました。しかも、この女性が、結婚を重大なことと考えていることは見え見えでした。豪華な結婚式に、私を招待してきましたから。（私は出席しませんでした。）


 


この女性は夫を完全に尻にしいているらしく、洗濯物をたたませて、文句まで言うと聞きました。


 


どうしてそんな結婚を幸せと思えるのでしょう。愛しているわけでもないのに。（押し切られて結婚したと私は男性から聞いています。）自分をどうやってだましているのでしょうか。













    上原愛加から学ぶ、自分のだまし方
    上原愛加という作家をご存知の女性は多いと思いますが、この男性は、世にも珍しい、女版上原愛加です。自分を幸せのルーレットに乗せて、乗っていることに気がついていません。


 


この、幸せのルーレットとは、乗ってしまったが最後、目が回って酔いしれて、もう抜け出すことができません。つまり、現実はシビアである、ということが、弱すぎて見えないのです。弱い人間なのです。


 


通常、上原愛加の本は、女性が読むものです。女性読者をターゲットに書かれています。しかし、男性にも、心の異常なほど弱い人はいるものなのですね。


 


女性が弱いとは言っていません。しかし、上原愛加は、甘い言葉を使って魔女のように、自分を鍛える強い生き方から、人間を逸脱させます。


 


「自分を甘やかせ、そして、おうちのことをしっかりすること。」そうすれば、男性が自然に寄ってきて幸せにしてくれる、と。


 


それは、自分を癒してくれるオーラを、甘やかしでつくれば、男性に好かれるという、醜いテクニックなのです。













    女性の尻にしかれて、なぜ幸せ？
    では、この男性は、まちがいなく、上原愛加的な、男性です。上原愛加は、男のあとについていってこそ、女は幸せと言っているのですから。


 


しかし、それでは、男性のプライドは？


私がいちばんきらいな女性は、男性を尊敬しない女性です。


まだ、上原愛加の本に感化されて、一歩ひいてあとについていく女性の方が美しいと言えば美しいです。それが、本の示唆による、かわいいと思われたい演技かどうかはさておいて。


 


「二人目の男性」は、おそらく、何も見えていない、見ないふりをしているのです。


奥さんの尻にしかれていることも、奥さんを愛していないことも。


それは、恐ろしいからです。「自分は不幸だ」と認めることが。


 


自分をじっと見つめる時間がないのでしょう、あるいは、それが、できないのでしょう。弱すぎて。


かわいそうに思います。


 


そんな人と結婚して、私をばかにした奥さんも、心からうすっぺらく、気の毒です。













    勇気
    おそらく、この夫婦は、自分が不幸であることに、一生気がつかないで、自分をだましながら生きていくでしょう。しかし、男性はまだましで、女性の方は、あまりにひどいものです。私という、結婚しない女性をばかにし、おそらくやりたいこともないのだろうと勝手に決めつけることで、自分の優位を確認する、心の醜い人だからです。


 


そんな人を本当に人生の伴侶にして、幸せですか、と言いたい。なぜなら、本当の恋愛は、自分と、人生のレ・ミゼラブル（悲惨さ）を認めて、心の涙を流す人を救うために訪れるからです。


 


それは、勇気です。悲惨を認める強さです。


 


先日、車にひかれてしまったアゲハチョウを見ました。私は、その死んだチョウを、これ以上ひかれないように、道路の隅に移動させることしかできませんでした。


この世界で、毎日死んでいくのを待つ人もいる、その中で前向きに生きる強い人がいる、そういったシビアに、向き合うことができない人が、自分より弱い立場の人を心の踏み台にして、自分の幸せを確認するという、いちばん残酷な方法で生きていくのでしょう、なんて意気地なしなのでしょう。


 


そんな奥さんと結婚した男性は、楽しいことばかりかき集めて生きていますが、楽しいことをいくらかき集めても、人生は深まりません。むしろ、勇気を持って、ひどい奥さんの性根をたたきなおしてはどうでしょう。私は、奥さんのあの、ひどい差別発言に傷つきましたが、男性がいい人なので、あまり抵抗しませんでした。







